第６　債権者との状況等／第７　今後の生活について


	　該当する部分を○で囲み，□をチェックし，必要事項を記入して下さい。
　書く欄が不足した場合には，Ａ４版の用紙に横書きで記入して，後ろに付けて下さい（そのときには，各項目欄下の「□補充あり」にチェックして下さい）。
　また，指示された必要書類のコピーも一緒に提出して下さい。


陳　述　書
　横浜地方裁判所　　　　　　支部　　御中








平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　次のとおり陳述します。
　横浜地裁の書面を例にとり、記載事項が「どのような意味を持つのか？」を解説します。

　裁判所によって、微妙に書式が異なりますが、書いてある内容は　ほぼ同じですので、

他の裁判所の人も参考にして下さい。

この見本は古いタイプのものであり、現在、横浜地裁で配布している申立書とは異なります。新しいタイプのもの簡略化されており、よりラクに書けるように工夫されています。

第１　現在の状況
現在の状況を見て、申立人が支払不能の状態か否かを裁判官は判断するのです。

　支払不能の状態ではないと裁判官が判断すると、「破産宣告」されず、破産→免責

されない事になりますが、①借金に比べてよほど収入が多かったり、②よほど借金額が少額な場合以外は、心配する事はないようです。

「実際は支払困難を自覚した状態であれば、まず問題なく支払不能と認められるはずです。自己破産を申し立てた人が「あなたはいまだ支払不能ではない」として、申立を却下された、というような話は今のところ聞いたことがありません。」クレ・サラ処理の手引　ｐ２１８から抜粋　

　　現在の職業等（①～⑥の中から，あてはまるものを選んで記入して下さい。）
　　□　①　会社員等
　　　　　□会社員　□会社役員　□会社代表者　□アルバイト
　　　　　□その他　　　　　　　　　　　　　　をやっている。
	会　社　名

	就職した時期

	地位・仕事の内容


	
	昭･平　　　年　　　月
	

	月収（手取り）

	ボーナス


	万　　　　　円
	 □有　最近受け取ったボーナスの額
 　　　　　　　  　　　　　　　万　　　　円
 □無


	退　職　金　制　度


	 □有　仮に現在退職したら支払われるであろう退職金見込額
 　　　　　　　  　  　　　　　　　  　　　　　　　万　　　　円
　＊会社作成の証明書または計算書のコピーあるいは退職金規定のコピーを一緒に提出
　　して下さい。
 □無


＊最近２か月分の給与明細のコピーを提出して下さい。　　　　　　　　　　　　　□用意した
＊昨年度の源泉徴収票のコピーを提出して下さい。　　　　　　　　　　　　　□用意した

なんらかの事情により、上のコピーが出せない場合・・・市・区役所発行の課税証明書を出せば足りると思います。結局は、今現在、どの程度の収入があるのか、裁判所に説明できればよいだけなので。課税証明書は資産税課にて３００円ほどで発行してもらえます。
＊会社代表者は過去２期分の事業年度分の確定申告書及び決算報告書のコピー，商業登記簿謄本を，それぞれ提出して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□用意した
退職金制度について・・・・
・会社に勤めていても、退職金は、当然に、支払われるものではありません。
社内規定で、退職金制度がある場合に支払われます。
退職金規定が存在しなくても、慣行上、退職金がもらえる場合もあります。

　
実際に退職金がでないなら、「会社作成の証明書」・・・この場合なら、「退職金は無いことの証明書」は提出する必要はないと思います。いままで、裁判所から提出を求められた事はありません。

退職金がある会社の場合、添付書類を会社に作成してもらわなければなりませんが、
上申書を書きお茶を濁してみるのも一方です。

退職金制度の欄は、名の通った一部上場企業に長年勤めているような場合でない限り心配ないでしょう。なお、多額な退職金がある場合、その８分の１程度を一部弁済するように裁判所から言われます。
　　□　②　自営業をやっている。
	営業名称（屋号）
	営業開始時期
	職種・営業の内容

	
	昭･平　　年　　月
	

	月平均売上げ

	月平均月収

	

	 　　　万　　　　円
	 　　万　　　　円
	


＊最近２期分の確定申告書のコピーを提出して下さい。　　　　　　　　　　　□用意した
　　□　③　無職で公的扶助（生活保護・失業保険など）で生活している。
	内　容
	
	月平均収入
	 　　万　　　　円


＊受給証明書のコピー及び受給金額のわかる通知書のコピーを提出して下さい。　□用意した
役所で発行してくれます
　　□　④　無職で年金で生活している。
	内　容
	
	月平均収入
	 　　万　　　　円


＊受給証明書のコピー及び受給金額のわかる通知書のコピーを提出して下さい。　□用意した
　　□　⑤無職で親族からの援助で生活している。
＊非課税証明書を提出して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□用意した
　　□　⑥その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　第２　家族関係等
家族関係も「支払不能の状態か？」を判断する際に、考慮されます。
例えば、扶養しなければならない子がいれば、それだけ生活費が多くなるので、支払不能と判断されやすくなるでしょう。

　なお、例えば、夫が破産を申し立て、その妻が高収入な場合・・・・「もしかしたら、破産宣告してもらえないのでは？」と心配してしまうかもしれません。しかし、たとえ妻が高収入で資産家であっても、夫の借金の尻拭いをしてあげる法的義務はないので心配する事はないと思います。
　　１　同居人の状況

	氏　　名
	続柄
	年齢
	健康状態
	職　業
	月　収
	負債総額

	
	妻･夫
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


□補充あり
＊収入のある人については給与明細書のコピー２か月分または昨年の源泉徴収票のコピーを提出して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□用意した
　　　↑東京では不要のようです。
　　２　別居中の配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□いる　□いない】
	氏　　名
	続柄
	年齢
	健康状態
	職　業
	月　収
	負債総額

	
	妻･夫
	
	
	
	
	


　　３　同居人または別居中の配偶者のなかで破産の申立てをしている人が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□いる　□いない】
＊「いる」にチェックした人は，破産申立てをしている人の氏名及び事件番号を書いて下さい。
	氏　　名
	裁　判　所
	事件番号

	
	 　　地方裁判所　　　支部
	平成　　年(ﾌ)第　　　　号

	
	 　　地方裁判所　　　支部
	平成　　年(ﾌ)第　　　　号

	
	 　　地方裁判所　　　支部
	平成　　年(ﾌ)第　　　　号


□補充あり
第３　住　居
　　現在の住居の状況（該当記号を○で囲んで下さい。）
　　　　ア 借家･賃貸マンション･アパート　 イ 社宅･寮　 ウ 公営･公団の賃貸住宅　　　　　　エ 自己所有の家屋　 オ 親族所有の家屋　 カ 親族以外所有の家屋　
　　　　キ その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　□　家賃を払っている人（前記ア，イ，ウ）は書いて下さい。
　　　　　①　１か月の家賃（管理費込み）：　　　　万　　　　円
　　　　　②　敷金：　　　　万　　　　円
　　　　　③　賃借人氏名(申立人以外の人が契約している場合)：　　　　　　　　　　　
　　　　　④　入居日：昭和・平成　　年　　月頃
＊ア，ウに該当する人は賃貸借契約書のコピー，イに該当する人は住宅使用許可証または居住許可書のコピーを提出して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　□　用意した

敷金について・・・・
　多額の敷金を入れている場合、財産があるとみなされ、少額管財や一部配当をしなければいけないか？と心配されるかもしれません。しかし、賃貸借契約を解約しても、クリーニング代などの名目で全額返還してもらえない場合があるので、たとえ、２０万円以上の敷金がある場合であっても、少額管財にはならないようです。

　実際、１２万円×３ヶ月＝３６万円の敷金があるケースがありましたが、少額管財にはなりませんでした。
　　　□　前記エ，オ，カに該当する人は書いて下さい。
　　　　　①　居住開始日：昭和・平成　　年　　月頃
　　　　　②　申立人以外が所有している場合：所有者名　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申立人との関係　　　　　　　　　

＊エ，オ，カに該当する人は，居住不動産の登記簿謄本を提出して下さい。　　□用意した
＊オ(配偶者所有の場合を除く。)，カに該当する人は，所有者作成の居住証明書（申立人がその家に住んでいることを証明する内容の書面）を提出して下さい。　　　　　□用意した

↑居住証明書の書き方
第４  身上関係
　　　　思い出しつつ書いてください。多少アヤフヤであっても、仕方ないでしょう。あまり重要ではないと思いますので、正確でなくても心配しなくてもいいと思います。

　　１  最終学歴
　　　  昭和・平成　　年    月


　　　　　　　　  中学・高校・専門学校・短大・大学・大学院

【□卒業　□中退】

　　２  過去１０年間の職業

	就職時期
	退職時期
	会社･名称
	仕事の内容
	 eq \o\ad(①平均月収,　　　　　　)

	
	
	
	
	②退職金の額

	昭･平　 年 　月頃
	昭･平 　年 　月頃
	
	
	円

	
	
	
	
	円

	昭･平　 年 　月頃
	昭･平　 年 　月頃
	
	
	円

	
	
	
	
	円

	昭･平　 年 　月頃
	昭･平　 年 　月頃
	
	
	円

	
	
	
	
	円

	昭･平　 年 　月頃
	昭･平　 年 　月頃
	
	
	円

	
	
	
	
	円

	昭･平　 年 　月頃
	昭･平　 年 　月頃
	
	
	円

	
	
	
	
	円

	昭･平　 年 　月頃
	昭･平　 年 　月頃
	
	
	円

	
	
	
	
	円

	昭･平　 年 　月頃
	昭･平　 年 　月頃
	
	
	円

	
	
	
	
	円


＊古い順に記載して下さい（アルバイトも含みます）。　　　　　　　　　　　　　□補充あり
＊退職金の支給がない場合には，「なし」と記入して下さい。

　　３　身分関係の変動
	時　　　　期
	身分変動
	相手方

	昭･平　　年　　月頃
	□結婚□離婚□縁組□離縁
	

	昭･平　　年　　月頃
	□結婚□離婚□縁組□離縁
	

	昭･平　　年　　月頃
	□結婚□離婚□縁組□離縁
	

	昭･平　　年　　月頃
	□結婚□離婚□縁組□離縁
	


□補充あり

＊離婚している場合は，財産分与，慰謝料，養育費，一時金の支払等を約束した書面があれば提出して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□用意した
第５　破産申立に至った事情（債務の発生と原因）
　　１　破産に至る原因となった債務を負担した事情

＊破産の原因となった債務がはっきりわからないときは，初めて借入れ，または，クレジットで購入するなど債務を負担したときの事情を書いて下さい。破産の原因となった債務がはっきりわかるときは，そのときの事情を書いて下さい。

　　　①　発生原因：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　②　時期：昭和・平成　　　年　　　月頃
　　　③　金額：　　　　　万　　　　　円
　　　④　このお金（商品）の使い道や具体的な事情は，次のとおりです。
　　　　　＊かじょう書きでもかまいません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□補充あり
　　２　債務が増大した理由は，次のとおりです。

＊次の①～⑦の中から，あてはまるもの（複数にあてはまる場合はそのすべて）を選んで記入し，⑧にその具体的事情を書いて下さい。
　　□　①　生活費が足りなかったためです。
　　　　　当時の職業，収入（月収）及び生活費が足りなくなった具体的な理由を⑧に書い
　　　　　て下さい。
　　□　②　飲食，飲酒，旅行，趣味としての商品購入（絵画，パソコン，洋服，健康器
　　　　　具等），ギャンブル，風俗，投機・投資などにお金を使い過ぎたためです。

②は免責不許可事由です。

＊その内容を次のア～カ欄に記入して下さい。複数にあてはまる場合はそのすべてに記入して下さい。
＊具体的な事情（動機・経緯など）は⑧に書いて下さい。

　　　　□ア　飲食，飲酒
	時　　　期
	内　　容
	月平均回数
	月平均支出額

	
	
	 　　　回
	 　　　　　　円

	
	
	 　　　回
	 　　　　　　円

	
	
	 　　　回
	 　　　　　　円


□補充あり
　　　　□イ　旅行
	行き先
	費　用
	旅行時期
	旅行目的

	
	円
	昭･平　　年　　月頃
	

	
	円
	昭･平　　年　　月頃
	

	
	円
	昭･平　　年　　月頃
	


□補充あり
　　　　□ウ　商品購入
	品　　名
	価　格
	購入時期
	今どこにあるか

	
	円
	昭･平　　年　　月頃
	

	
	円
	昭･平　　年　　月頃
	

	
	円
	昭･平　　年　　月頃
	

	
	円
	昭･平　　年　　月頃
	


□補充あり
　　　　□エ　ギャンブル（パチンコ･スロット･競馬･競輪･競艇･オート･麻雀など）
	時　　期
	内　　容
	月平均回数
	月平均支出額

	
	
	回
	円

	
	
	回
	円

	
	
	回
	円


□補充あり
　　　　□オ　風俗関係
	時　　期
	内　　容
	月平均回数
	月平均支出額

	
	
	回
	円

	
	
	回
	円

	
	
	回
	円


□補充あり
　　　　□カ　投機・投資（株式・先物取引・マンションなど）
	時　　期
	投機･投資対象
	投機･投資内容
	投機･投資金額

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円


□補充あり
　　□　③　事業（店の経営）に失敗したためです。
	会社名・店名
	事業内容
	投資内容
	投資金額

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円


□補充あり
＊事業内容（取引の仕組み，従業員数，売上高など事業（店の経営）に失敗した理由を⑧に書いて下さい。
　　□　④　仕事上の接待費の立替払い，契約金の立替払い，営業の穴埋めなどによる借金
　　　　　が支払えなくなったためです。
	当時の職業
	当時の月収
	支出内容
	支出金額

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円


□補充あり
　　　具体的な事情（その理由など）を⑧に書いて下さい。
　　□　⑤　住宅ローンが払えなくなったためです。
　　　　ア　購　入　物　件：□土地　□建物　□マンション　□その他　　　　　　　
　　　　イ　購　入　時　期：昭和・平成　　　年　　　月頃
　　　　ウ　購　入　金　額：合計　　　　億　　　　万　　　　円
　　　　エ　 eq \o\ad(月々の返済額,　　　　　　　)：　　　　万　　　　円
　　　　　　ボーナス時の返済額：　　　　万　　　　円
＊住宅ローンが支払えなくなった具体的な事情を⑧に書いて下さい。
　□  ⑥　他人（会社）の借金を保証したためです。

	主たる債務者
	関　係
	保証時期
	保証金額
	現在残額

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	円

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	円

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	円


□補充あり
＊保証することになった具体的な事情，支払えなくなった事情を⑧に書いて下さい。
　　□　⑦　その他の事情
　　　　　　具体的な事情を⑧に書いて下さい。
　　　　⑧　それぞれの具体的な事情は，次のとおりです。
　　　　　　＊かじょう書きでもかまいません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　簡潔に書くこと。別紙を付け足して、ナガナガ書く必要はないと思います。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□補充あり
　　３　借入の態様等

　　①　カードあるいは分割払で買った商品を支払が終わる前にお金に換えたことが

【□ある　□ない】

	品　名
	購入時期
	購入価格
	処分時期
	処分金額

	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	昭･平　　年　　月頃
	円

	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	昭･平　　年　　月頃
	円

	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	昭･平　　年　　月頃
	円


□補充あり

＊「ある」にチェックし，上の表に書いた人は次に記入して下さい。
　　カードで買った商品をお金に換えることは，
　□債権者の指示でやった　□自分からやった　□その他　　　　　　　　　　　　　　　
　　②　他人の名前を無断で使ったり，生年月日，住所，借金額などについてうそをついて借入れをしたことが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□ある　□ない】

	借　入　先
	時　　　期
	金　　　額
	内　　　容

	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	

	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	

	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	


□補充あり

＊上記①または②について，「ある」にチェックした人は具体的事情を記入して下さい。
　　　上の①、②は免責不許可事由です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□補充あり

　　③　借金を全額は返済できないと思い始めた時期
　　　　　　平成　　年　　月頃
　　下の⑤、⑥の質問があるため、できるだけ、申立時に近い日付を書くべきです。
　　④　返済が不能となった理由
＊次の中から選んで記入して下さい。２つとも該当する場合は，両方とも記入して下さい。
　　　　　□　返済不能となるほどの収入不足が生じた理由は，次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□補充あり

　　　  　□　返済不能となるほどの支出が増えた理由は，次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□補充あり

5 返済不能と思い始めた時期以降に借金をしたり，クレジットカードを使ったことが

【□ある　□ない】

　　免責不許可事由です。しかし、他人の名前を無断で使ったり，生年月日，住所，借金額などについてうそをついて借入れるよりも程度は軽いと思います。破産する人のほとんどは自転車操業をしているわけで、厳密に言ったらほぼ全ての人がこの要件に当てはまってしまう事になってしまいます。

	　　期
	債権者名
	金　　　額

	昭･平　　年　　月頃
	
	円

	昭･平　　年　　月頃
	
	円

	昭･平　　年　　月頃
	
	円

	使い道・理由


□補充あり

6 借金の返済が困難になってから，一部の債権者に支払ったことが【□ある　□ない】

　これは、免責不許可事由ではなく、偏頗（へんぱ）弁済にあたらないか？との質問です。片寄った弁済をすると、全く支払いを受けない債権者と支払を受けた債権者とがいる事になり、不平等な結果となってしまいます。あまりに不平等と思われる場合、裁判所は管財人を選任し、支払われた金額を債権者から回収し、各債権者に債権額に応じて平等に割り当てます。よほど多額でなければ、わざわざ、管財人を選任しないと思います。
　なお、裁判を起こされて、やむを得ず、和解をして、支払う場合もありますが、このような場合には、たとえ不平等な結果になっても偏頗弁済にはならないと思います。
	時　　　期
	債権者名
	金　　　額

	昭･平　　年　　月頃
	
	円

	昭･平　　年　　月頃
	
	円

	昭･平　　年　　月頃
	
	円

	理由・事情


□補充あり
第６  債権者との状況等
　　１  債権者と返済方法について合意したことが　　　　　　　　　【□ある　□ない】
　　　  ＊「ある」にチェックした人は，下記の欄に書いて下さい。
　　　□　弁護士に頼んで，交渉してもらった。
　　　□　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	支　払　期　間
	債権者名
	月々の支払金額

	昭･平　　年　　月頃～
昭･平　　年　　月頃
	
	円

	昭･平　　年　　月頃～
昭･平　　年　　月頃
	
	円

	昭･平　　年　　月頃～
昭･平　　年　　月頃
	
	円

	昭･平　　年　　月頃～
昭･平　　年　　月頃
	
	円


□補充あり

　　２　□訴訟，□支払督促，□調停，□競売，□債権差押，□仮差押等を債権者に起こされたり，申し立てられたことが　　　　　　　　　　　　　　　　【□ある　□ない】
	裁判所名
	事件番号
	内　　容
	相手方

	
	平成　　年(　)第　　　　号
	
	

	
	平成　　年(　)第　　　　号
	
	

	
	平成　　年(　)第　　　　号
	
	

	
	平成　　年(　)第　　　　号
	
	


□補充あり

＊訴状，判決，決定及び調書のコピー等を提出して下さい。　　　　　　　　　　□　用意した
　　３　現在，債権者から厳しい取立てを　　　　　　　【□受けている　□受けていない】
　　　　裁判所が手続を早くしてくれるのかもしれません。
　　４　破産手続を選んだ理由は，次のとおりです。

＊複数あてはまる場合には，そのすべてにチェックして下さい。

□負債が多く，分割での支払が困難になった。

□収入が少なくなり，返済の目処が立たなくなった。

□簡易裁判所の債務弁済調停制度を知らなかった。

□その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□補充あり

　　５　過去に破産宣告を受けたことが　　　　　　　　　　　　　　　【□ある　□ない】
　　　　＊「ある」にチェックした人は，次の欄に記入して下さい。
　　　　時　　期：昭和・平成　　年　　月頃
　　　　裁判所名：　　　地方裁判所　　　　　支部
　　　　免責決定を受けたことが
　　　　□ある　：昭和・平成　　年　　月頃

　　　　１０年以内であれば、免責不許可事由です。
　　　　□ない　：その理由　□　免責申立をしなかった
　　　　　　　　　　　　　　□　不許可になった
　　　　　　　　　　　　　　□　審尋に行かなかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　その理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　□　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊破産宣告・免責決定等を受けたことがある人は，決定書のコピーを提出して下さい。

□　用意した
第７　今後の生活について
　　　今後の生活の予定については，次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　簡潔に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□補充あり

第８  資　産　関　係
資　産　目　録
少額管財人制度がある裁判所では、一点２０万円以上の財産がある場合、管財人選任型になってしまいます。

それ以外の裁判所では、一点５０万円以上の財産がない場合、管財人は選任されません。
２０万円以上の財産がある場合、事前に少額管財制度がある裁判所か否か、裁判所に電話で確認しておくべきです。

平成１６年７月現在では６６万円以内であれば管財人選任型にはならないと思います。

また、改正破産法が施行されると分岐点は９９万円になります。
　１  現在保有の資産
　　①　　現金　約　　　　　万円
　　②　預金・貯金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有】

	種　　類
	金融機関名
（郵便局・農協等を含む）
	口座番号
	現在残高

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円


□補充あり

＊各通帳の表紙を含む最近1年分の全ページ（記帳したもの）のコピーを提出してください。

□用意した

通帳のコピーは、裁判所の書記官はかなりシッカリ見るようです。
　　③　貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有】

	貸付時期
	相手の名前
	金　額
	回収の見込

	昭･平　　年　　月頃
	
	円
	

	昭･平　　年　　月頃
	
	円
	

	昭･平　　年　　月頃
	
	円
	


□補充あり

＊契約書のコピー，返してもらえるかどうかについての報告書を提出して下さい。　□用意した
　　　敷金と同様に、回収の見込みが少ない場合、少額管財人制度を採っている裁判所でも、管財人は選任されないと思います。

　　④　積立金等（社内積立，財形貯蓄，事業保証金等）　　　　　　　　　【□無　□有】

＊給与明細に財形貯蓄の計上がある人は必ず書いて下さい。
	種　類
	開始時期
	現在残高

	
	昭･平　　年　　月頃
	円

	
	昭･平　　年　　月頃
	円

	
	昭･平　　年　　月頃
	円


□補充あり

＊積立金の残高証明書など積立額のわかる書類を提出して下さい。　　　　　　 　　□用意した

　　⑤　保険（生命保険，傷害保険，火災保険，車両保険等）　　　　　　　【□無　□有】
＊申立人以外が被保険者になっていても，申立人が契約者の場合には書いて下さい。
＊源泉徴収票に生命保険料の控除がある人，「家計全体の状況」に保険掛金の支出のある人は，必ず書いて下さい。

	保険会社名
	保険の種類
	証券番号
	解約返戻金額

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円

	
	
	
	円


□補充あり

＊保険証券のコピー，申立時の解約返戻金計算書（保険会社作成のもの）のコピー，失効した場合にはその証明書（保険会社作成のもの）のコピーを提出してください。□用意した

少額管財制度がある裁判所では、２０万円以上の解約払戻金があれば、絶対に管財人選任型になります。少額管財人制度がない裁判所では５０万円までならＯＫです。
　　⑥　有価証券等（株券，転換社債，ゴルフ会員権など）　　　　　　　　【□無　□有】

	種　　　類
	取得時期
	申立時の時価

	
	昭･平　　年　　月頃
	円

	
	昭･平　　年　　月頃
	円

	
	昭･平　　年　　月頃
	円


□補充あり

＊有価証券等のコピー及び価格を証明する書類を提出して下さい。　　　　　 　　　□用意した
　　⑦　自動車，バイク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有】
　　　＊「家計全体の状況」で，駐車場代，ガソリン代の支出のある人は，必ず書いて下さい。

	車　種
	年　式
	購入時期
	購入金額
	所有権留保

	
	年
	昭･平　　年　　月頃
	円
	□無　□有

	
	年
	昭･平　　年　　月頃
	円
	□無　□有

	
	年
	昭･平　　年　　月頃
	円
	□無　□有

	
	年
	昭･平　　年　　月頃
	円
	□無　□有


□補充あり

＊車検証または登録事項証明書のコピーを提出して下さい。　　　　　　　　　　　□用意した

＊所有権留保になっていない場合は，業者の見積書を提出して下さい。　　　　　　　□用意した

　　⑧　電話加入権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有　　　本】

　　⑨　不動産（土地，建物，マンション）　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有】

	
	筆　数
	担保権者
	申立時の時価評価合計額

	土　　　地
	
	□無　　　□有
	　　　億　　　　　万　　　　　円

	建　　　物
	
	□無　　　□有
	　　　億　　　　　万　　　　　円

	マンション
	
	□無　　　□有
	　　　億　　　　　万　　　　　円


＊不動産を所有している人は，次のア，イ，ウのいずれかの書類を提出して下さい。

ア 担保権者のない場合

・登記簿謄本(法務局発行のもの)

・固定資産税評価証明書(物件所在地の市区町村発行のもの)　　　　　　　 □用意した
イ 担保権者のある場合で，競売を実行されていない場合

・登記簿謄本(法務局発行のもの)

・ (根)抵当権者全員の残額証明書

・ 不動産業者2社分の見積書及び固定資産税評価証明書(物件所在地の市区町村発行のもの)

□用意した

ウ 担保権者のある場合で，競売中の場合

・登記簿謄本(法務局発行のもの)

・ (根)抵当権者全員の残額証明書

・ 競売事件の評価書のコピーまたは最低売却価額が記載された期間入札等の通知書

□用意した
　　⑩　その他購入価格が20万円以上のもの(貴金属,美術品,着物など)　　【□無　□有】

	品　名
	購入時期
	購入価格

	
	昭･平　　年　　月頃
	　　　　万　　　　　円

	
	昭･平　　年　　月頃
	　　　　万　　　　　円

	
	昭･平　　年　　月頃
	　　　　万　　　　　円

	
	昭･平　　年　　月頃
	　　　　万　　　　　円


□補充あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊⑪～⑬は，現在事業を営んでいる人，または過去２年以内に事業を営んでいたことがある人のみ書いて下さい。
　　⑪　売掛金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有】

	相手の名前
	金　額
	時　　　期
	回収の見込
	回収できない理由

	
	円
	昭･平　　年　　月頃
	□無　□有
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


□補充あり

　　⑫　在庫商品，原材料等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有】

	品　　目
	個数・分量
	購入時期
	購入価格
	時価評価額

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	円

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	円

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	円

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円
	円


□補充あり

　　⑬　事業設備・什器備品等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有】

	品　　目
	個数・分量
	購入時期
	時価評価額

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円

	
	
	昭･平　　年　　月頃
	円


□補充あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　２　相　続　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有】
	亡くなった人
	関　　係
	相続時期
	相続したもの

	
	
	平成　　年　　月頃
	

	
	
	平成　　年　　月頃
	

	
	
	平成　　年　　月頃
	


□補充あり

　３　過去２年間に処分した財産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【□無　□有】
＊過去２年間に処分した財産で２０万円以上の価値のある物をすべて書いて下さい。
　　　金の流れを裁判所が知ることによって、財産隠し・偏頗弁済がないかをチェックするのです。また、高価なモノを不当に安く処分した場合も偏頗弁済同様、管財人が選任される可能性があります。例えば、土地を持っているが、親戚にタダで譲渡した場合、管財人に否認される。
　　①　不動産

	時　　期
	種　　類
	相手方
	処分価格
	使途・事情

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	


□補充あり

＊不動産を処分した場合には，処分したことがのっている登記簿謄本(法務局発行のもの)，契約書及び抵当権者の領収証も提出して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　□用意した
　　②　自動車，バイク等

	時　　期
	種　　類
	相手方
	処分価格
	使途・事情

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	


□補充あり

＊処分した金額のわかる資料を提出して下さい。　　　　　　　　　　 　　　　　　□用意した
　　③　保険の解約

	時　　期
	会社名
	種　　類
	受領金額
	使途・事情

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	


□補充あり

＊受領した金額のわかる資料(解約返戻金計算書等)を提出して下さい。　　　　　　□用意した
　　④　定期預金等の解約

	時　　期
	銀行名等
	種　　類
	受領金額
	使途・事情

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	


□補充あり

＊受領した金額のわかる資料を提出して下さい。　　　　　　　 　　　　　　　□用意した
　　⑤　退職金の受領

	時　　期
	種　　類
	相手方
	受領金額
	使途・事情

	平成　　年　　月頃
	退職金
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	退職金
	
	円
	


□補充あり

＊受領した金額のわかる資料(支払額計算書等)を提出して下さい。 　　　　　　　□用意した
　　⑥　敷金の受領

	時　　期
	種　　類
	相手方
	受領金額
	使途・事情

	平成　　年　　月頃
	敷金
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	敷金
	
	円
	


□補充あり

＊受領した金額のわかる資料を提出して下さい。　　　　　　　　　　 　　　　　　□用意した
　　⑦　財産の分与

	時　　期
	種　　類
	相手方
	処分価格
	事　　情

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	


□補充あり

　  ⑧　養育費の支払い

	時　　期
	種　　類
	相手方
	金　　額
	事　　情

	平成　　年　　月頃
	養育費
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	養育費
	
	円
	


□補充あり

　　⑨　その他
	時　　期
	種　　類
	相手方
	処分価格
	使途・事情

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	

	平成　　年　　月頃
	
	
	円
	


□補充あり

第９　税金等の滞納状況
税金は免責されないので、このページはたいした意味がないと思います。
	種　　　目
	滞納の有無
	滞　納　額

	 所得税
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 住民税
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 固定資産税
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 都市計画税
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 国民健康保険料
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 国民年金
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 自動車税
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 事業税
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 その他（　　　　　　）
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 　　　（　　　　　　）
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 　　　（　　　　　　）
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 　　　（　　　　　　）
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 　　　（　　　　　　）
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	 　　　（　　　　　　）
	□無　□有
	 　　　　　　　　万　　　　円

	
	 合計　　　　　　万　　　　円

	
	□補充あり


第10　家計全体の状況（平成　　年　　月分）

一円単位まで、書かないとモンクを言ってくる書記官もいます。
親族の家にイソウロウをしているが、財布が別であっても、親族の家計も書くそうです。
通帳に電気・ガス・水道料金の記載がないと、領収書の提出を求められる場合もありますが、

コンビニで支払い、領収書は捨ててしまった旨の上申書を提出すればＯＫです。

また、収入の合計と支出の合計はだいたい同じ額を書くべきです。例えば、収入の合計が１０万円しかないのに、支出の合計が３０万である場合、不足分はどのように補いましたか？と裁判所から聞かれる可能性があります。収入欄に不足分をサラ金から借入れたなどと書くべきです。
　  ＊申立ての前々月分の状況について記入して下さい。
　  ＊支出欄の「交際費」，「娯楽費」については，その具体的な支出内容を書いて下さい。
　  ＊「保険料」の支出のある人は，保険契約者の名前を書いて下さい。
　  ＊「駐車場代」，「ガソリン代」の支出のある人は，車の所有名義人を書いて下さい。

	
	収　　　　入
	支　　　　出

	
	種　　類
	金　　額
	種　　類
	金　　額

	申　立　人
	給　料
	円
	家賃(管理費を含む)
	円

	
	自営収入
	円
	地　代
	円

	
	年　金
	円
	寮費・宿舎費
	円

	生計を同じくする同居人

(　　　　　　)
	給　料
	円
	食　費
	円

	
	自営収入
	円
	電気代
	円

	
	年　金
	円
	ガス代
	円

	生計を同じくする同居人

(　　　　　　)
	給　料
	円
	水道代
	円

	
	自営収入
	円
	電話代
	円

	
	年　金
	円
	新聞・雑誌代
	円

	
	生活保護
	円
	保　険　料
保険契約者名
	円

	
	児童手当
	円
	
	

	援助者氏名
(　　　　　　)
	他者からの援助
	円
	駐車場代
	円

	
	
	
	ガソリン代
	円

	
	
	円
	車の所有名義人
	

	
	
	円
	医療費
	円

	
	
	円
	教育費
	円

	
	
	円
	交通費
	円

	
	
	円
	洋服代
	円

	
	
	円
	交際費：
	円

	
	
	円
	
	

	
	
	円
	娯楽費：
	円

	
	
	円
	
	

	
	
	円
	
	円

	
	
	
	
	円

	
	
	円
	
	円

	
	収入合計　　　　　万　　　　　　円
	支出合計　　　　　万　　　　　　円


第10　家計全体の状況（平成　　年　　月分）

　  ＊申立の前月分の状況について記入して下さい。
　  ＊支出欄の「交際費」，「娯楽費」については，その具体的な支出内容を書いて下さい。
　  ＊「保険料」の支出のある人は，保険契約者の名前を書いて下さい。
　  ＊「駐車場代」，「ガソリン代」の支出のある人は，車の所有名義人を書いて下さい。

	
	収　　　　入
	支　　　　出

	
	種　　類
	金　　額
	種　　類
	金　　額

	申　立　人
	給　料
	円
	家賃(管理費を含む)
	円

	
	自営収入
	円
	地　代
	円

	
	年　金
	円
	寮費・宿舎費
	円

	生計を同じくする同居人

(　　　　　　)
	給　料
	円
	食　費
	円

	
	自営収入
	円
	電気代
	円

	
	年　金
	円
	ガス代
	円

	生計を同じくする同居人

(　　　　　　)
	給　料
	円
	水道代
	円

	
	自営収入
	円
	電話代
	円

	
	年　金
	円
	新聞・雑誌代
	円

	
	生活保護
	円
	保　険　料
保険契約者名
	円

	
	児童手当
	円
	
	

	援助者氏名
(　　　　　　)
	他者からの援助
	円
	駐車場代
	円

	
	
	
	ガソリン代
	円

	
	
	円
	車の所有名義人
	

	
	
	円
	医療費
	円

	
	
	円
	教育費
	円

	
	
	円
	交通費
	円

	
	
	円
	洋服代
	円

	
	
	円
	交際費：
	円

	
	
	円
	
	

	
	
	円
	娯楽費：
	円

	
	
	円
	
	

	
	
	円
	
	円

	
	
	
	
	円

	
	
	円
	
	円

	
	収入合計　　　　　万　　　　　　円
	支出合計　　　　　万　　　　　　円


